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午前１０時００分 開議

定足数に達しており○議長（馬場騎一君）

ますので、３日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

日程第１ きのうに○議長（馬場騎一君）

引き続き、市政に対する一般質問を行いま

す。

７番天間勝則議員の登壇を願います。

皆さんおはようござ○７番（天間勝則君）

います。

７番、市民クラブ天間勝則、通告に基づい

て質問いたしますが、その前に、議長のお許

しをいただいて、三沢市制施行５０周年に対

しお喜びと感謝を申し上げます。

去る９月１日に行われました三沢市制施行

５０周年の式典が滞りなく終了されたことに

お喜びとお祝いを申し上げます。

また、その関連事業として行われました８

月５日、清野氏による講演会を拝聴させてい

ただいて、鳥取県のお話を聞くことができま

した。

鳥取県では、まさしく二元代表制を取り入

れ、実践されているのだなというふうに受け

とめました。また、そういう議会が地方議会

でふえていると聞きます。これからは、政局

から政策に重点が置かれてくるのかなという

ふうな感じを受けました。

いずれにしましても、大変勉強になりまし

た。今後の参考にさせていただきたいと思い

ます。議長をはじめ関係各位に対し、衷心よ

り感謝申し上げます。

それでは、質問に入らせていただきます。

新三沢病院周辺の区画調整について質問し

ますが、その前に一例を取り上げたいと思い

ます。

八戸市民病院であります。当病院は１９５

８年開業、１９９７年移転、約４０年間の営

業でありました。三沢市立病院も１９５０年

新築から、増床、増築を繰り返し、５８年を

経過しております。今、移転に当たって跡地

問題を検討しておりますが、結論はまだ出て

おりません。このようなことのないよう、今

から４０年、５０年後のことを考えながら都

市計画を進めていかなければならないと考え

ます。

八戸市民病院が現在地に移転する前、今か

ら２０年以上前になりますが、私はよく現病

院側から国道４号線沿いに向かって通る機会

がありました。そのころは、田園の中に農道

が１本通っているだけでありました。病院が

移転することから、見る見るうちに道路が整

備され、商業、住居がしっかり区分され、現

在のようなまちができております。その例を

かいま見て質問いたします。

新三沢市立病院が完成しますと、周囲地域

にまちができることが予想されます。今から

１０年、２０年後のことを考え、商業、住

居、公共施設等の区画調整をし、それに合わ

せた道路網の整備が必要だと考えますが、当

局はどのような考えでしょうか。また、現在

進めている計画があれば、お聞かせいただき

たいというふうに思います。

２点目であります。市民の声を市政に反映

するという観点から、事例をもって質問させ

ていただきます。

行政サービスについてであります。私は、

行政はサービス業だと考えている１人でもあ

ります。そういう中で、私は、市民の方から

行政、特に窓口・医療サービスが、市民に対

して対応が悪いというお話を聞きました。

事例１件目、主婦の方でありますけれど

も、十和田の役所から預かった書類を三沢市

役所に提出するものでございました。十和田

の役所では、この書類をそのまま三沢市役所

のほうへ提出をすればいいのですよというこ

となので、自分もその日は忙しく、やむを得

ずおばあさんにお願いをしたそうでありま

す。窓口に行って書類を渡すと、不備があり

ますのでと、余り説明もなく返されたそうで

す。後に自分が行って、十和田の役所では、

これでいいと言っていましたと説明したとこ
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ろ、三沢市役所のほうでも、これでいいと受

け取ったそうです。その一連の対応に怒って

おりました。

事例２件目であります。この方は年配の方

です。病院でのことです。自分がいすに座っ

て待っているときのことです。昼食の食事時

期でありました。患者さんは、車いすの高齢

者で、流動食を食している方でありました。

１人目の病院の方が食事を食するように手

伝っていましたが、なかなか食べられなかっ

たそうでございます。交代して２人目の方も

手伝っていましたが、なかなか食が進まな

かった。３人目の方は、もう終わりですね

と、さっさと食事を片づけたそうです。その

方いわく、あの患者さんはほとんど食べてい

なかった。自分もその立場になったら不安だ

なと言っておりました。

この事例が氷山の一角にならないように努

めていかなければならないと思います。

それでは、質問であります。このように市

民の方から行政・医療サービスに対する不満

を指摘されておりますことから、行政・医療

サービスの向上、また、改善を目指すべきだ

と考えますが、当局のお考えを伺います。ど

うか答弁のほうをよろしくお願いいたしま

す。

以上でございます。

ただいまの７番天間○議長（馬場騎一君）

勝則議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

おはようございま○市長（種市一正君）

す。

ただいまの天間議員さんの御質問のうち、

新病院周辺の区画調整については私から、そ

のほかについては関係部長等からお答えさせ

ますので、御了承願いたいと思います。

新三沢市立三沢病院建設事業につきまして

は、山形開墾地区において、平成２２年度内

の開業を目指しまして、本年３月より本体建

設工事に着手しております。

この新病院建設に伴いまして、現在、空港

前から整備を進めております市道東岡三沢・

松原線を新病院にアクセスする新しい幹線道

路として位置づけをし、県道大町三沢線から

新病院までの区間の道路については、新病院

の開院までに完成させるべく整備を進めてい

るところであります。

加えまして、新病院の北側隣接地には、災

害時に緊急避難と緊急活動が円滑に行えるよ

うに、防災機能を兼ね備えた公園を整備する

とともに、その周辺にも道路を整備するな

ど、交通面での利便性を高めることといたし

ております。

今後におきましては、周辺の交通需要を見

据えながら道路整備などを検討してまいりた

いと考えております。

現在、新病院の敷地周辺は、御案内のよう

に宅地化の進んでいる同地南側を除き、その

大半は優良な農地として耕作が行われており

まして、また、農業振興地域の整備に関する

法律及び農地法の規制によりまして、農地を

宅地化する場合などは一定の制限をかけられ

ている地域でもありますことから、新病院周

辺の計画的な宅地化や面的な整備への誘導あ

るいは規制などにつきましては、今後の検討

課題としているところでありまして、将来の

市全体の人口動向や、あるいは住宅需要、さ

らには、土地所有者の意向なども総合的に勘

案しながら検討しなければならないものと、

このように考えをいたしております。

いずれにいたしましても、新病院のアクセ

スや、あるいは周辺地域のまちづくりにつき

ましては、開院に必要な上下水道の幹線など

の基盤整備をまず進めるとともに、開院後の

状況等を見きわめながら慎重に検討してまい

りたい、このように考えておるところであり

ます。

私からは、以上であります。

総務部長。○議長（馬場騎一君）

議員さん御質問○総務部長（糸井健二君）

の行政・医療サービスについてのうち、行政

サービスの向上についてお答えいたします。

御質問の窓口職員の応対事例につきまして
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は、どのような書類に不備があり返したの

か、また、本人確認ができず返したのかな

ど、内容の確認ができない状況であります

が、代理人が窓口を訪れた際に、委任状もし

くは代理人の身分証明書が必要になる場合も

あり、その申請書類に不備がある場合は、再

度来庁していただく場合もあります。

いずれにいたしましても、お客様に御迷惑

をかけることのないよう、職員への指導を

行っていきたいと考えております。

市では、市民の皆様への応対サービスを向

上させるため、職員の応対に関する投書箱を

１階のまちづくり課の前に設置し、お寄せい

ただいた御意見・御批判を踏まえ、その内容

を確認・点検しながら改善に取り組んでいる

ところであります。

また、公務員として日常の業務に必要な心

得、態度、言葉遣い等を学ぶ接遇研修を春と

秋の年２回実施しており、これまでも金融機

関や元航空会社の客室乗務員の接遇講師を招

き、研修を実施してきたところであります。

今後におきましても、職員が接遇の基本的

知識と技術をしっかりと身につけることがで

きるように、職員間の連携をはじめ、さらな

る接遇研修の充実を図ってまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

病院事務局長。○議長（馬場騎一君）

行政・○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

医療サービスのうち、医療サービスの向上に

ついてお答えいたします。

議員さん御指摘の事例については、食事を

とることに障害がある患者さんではないかと

思われます。例えば、脳出血や脳梗塞などで

飲み込みに障害を来している場合は、食事を

兼ねた訓練が必要となりますが、長い時間を

要するため、担当看護師が交代し実施いたし

ます。また、患者さんの疲労が強くなった場

合など、状態に応じて食事の訓練は中止いた

します。

御質問の当院における医療サービスの向上

につきましては、第１に、患者さんに質の高

い医療サービスを提供するため、医師をはじ

めとする医療スタッフは、学会や各種研修会

などに積極的に参加し、知識や技術の向上に

努めております。

また、患者さんが安心して治療を受けられ

るように、院内にサービス向上委員会を設置

して、職員の接遇研修などを実施いたしてお

ります。

さらに、投書箱を設置し、患者さんを含め

た来院者からの広く御意見・御要望を伺うな

ど、今後ともさらなるサービスの向上に努め

てまいります。

以上でございます。

７番。○議長（馬場騎一君）

それでは、再質問さ○７番（天間勝則君）

せていただきます。

病院のほうでございますが、農地から宅地

へ変更するのは大変難しいというふうなこと

であります。先ほど私が一例で申し上げたよ

うに、八戸の病院の１本の道路、あれは全く

田園で田んぼでございました。そのように短

期間でああいうふうになっている事例がある

というようなことですので、その辺も加味し

て、それを踏まえた上で、今、市民のほうか

らも、各方面からのアクセス道路の整備、利

便性の高い交通手段の確保がなければだめだ

なというふうなことも言われております。

そういうふうなことですので、幾ら立派な

病院ができても、お客さんが利用するのに大

変不便だというふうなことであれば、宝の持

ち腐れにならないだろうかというふうなこと

も考えます。

そういうようなことで、この区画整備がい

つごろをめどにして、いつごろまでにやりた

いということがあればお伺いしたいのです

が、お願いいたします。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

市長。

申し上げましたよう○市長（種市一正君）

に、開院までに、そういうアクセス及び先ほ

ど申し上げました上下水道等の整備を終わら

せていただきたい。
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なお、その後も、いろいろそういう問題等

が生ずれば、随時また計画をして、市民の声

とかそういうものをお聞きしながら対応して

まいりたいと思っております。

以上であります。

７番。○議長（馬場騎一君）

先ほど１問だけで終○７番（天間勝則君）

わりまして、もう一つございました。

行政サービスのほうでございますが、行政

サービス、やはりお客様ばかりではなく、職

員の人たちの働く環境もきちっと整備をして

いかなければならないだろうというふうに思

います。

そういうことから、私は狭い範囲でいろい

ろ市民の不満を聞くことができました。この

不満が、いわゆる役所その他の現場のほうに

直接行っている事例というものはあるので

しょうか、その辺お聞きしたいのですが。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

総務部長。

お客様の不満が○総務部長（糸井健二君）

直接現場に行っているのかという御質問でご

ざいますけれども、そういう場合もございま

す。

それから、まちづくり課の前に投書箱が設

置されてございますけれども、これにつきま

しても、本年４回ほど苦情のお手紙が入って

ございました。それにつきましては、私ども

のほうで、担当部長、課長に指導をいたしま

して、きちっと応対するようにということで

対応してございます。

以上でございます。

病院事務局長。○議長（馬場騎一君）

院内に○三沢病院事務局長（大澤裕彦君）

投書箱を設置しておりまして、その中には、

不平不満ばかりではなくて、貴重な御意見・

御提言などもございます。職員の接遇などに

関した御提言に関しては、すぐ注意して実施

するようにしていますし、貴重な御意見・御

提言につきましては、すぐ実施できるものは

実施し、将来にわたるものは、そういう計画

をするように反映させております。

以上でございます。

以上で、７番天間勝○議長（馬場騎一君）

則議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

３番奥本菜保巳議員の登壇を願います。

３番。○議長（馬場騎一君）

おはようございま○３番（奥本菜保巳君）

す。日本共産党奥本菜保巳でございます。

先月２７日、アフガニスタンで伊藤和也さ

んという日本人が、志半ばにしてテロ組織に

誘拐され殺害されました。

伊藤さんのペシャワール会への志望の動機

には、アフガニスタンを本来あるべき緑豊か

な国に戻すことをお手伝いしたい。子供たち

が将来、食糧のことで困ることのない環境に

少しでも近づけることができるよう力になれ

ればと考えています。そう記されてありま

す。

伊藤さんのためにアフガニスタンの大勢の

村人が捜索に加わり、伊藤さんの死後も、現

地の村人たちが悲しみに暮れながらも伊藤さ

んの遺志を受け継ぎ、用水路建設などの事業

を継続する姿は、伊藤さんの非暴力の正しい

アフガニスタン支援のあり方を物語っていま

す。

それとは対照的に、日本政府が進めるテロ

との闘いと称しての米軍の容赦のないアフガ

ン攻撃への国際支援は、テロ組織タリバンを

復活させた間違った支援ではないでしょう

か。アメリカと日本政府は、伊藤さんから真

のあるべき国際支援のあり方を学ぶべきでは

ないでしょうか。

伊藤和也さんの御冥福を心からお祈りいた

します。

それでは、通告に従いまして一般質問に入

ります。

第１の質問ですが、基地問題について伺い

ます。

アメリカのテロに対する報復戦争開始から

丸５年が経過しましたが、イラク、アフガン

での治安は一向に安定せず、民間人の犠牲者

がふえ続けています。
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そうした中、昨年８月、イラクに派遣され

ていた米軍三沢基地のＦ－１６戦闘機が、ア

フガニスタン東部の反政府武装勢力タリバン

の拠点を空爆するという秘密任務を遂行して

いたこと。そして、昨年に続き、イラクでの

任務を受けて準備を始めたことが報道されま

した。

米軍三沢基地配属のＦ－１６戦闘機がイラ

ク派遣されるということは、三沢市民にとっ

て遠い国の人ごとではありません。私は、こ

の三沢からイラクへ攻撃しているという記事

を読み、思わず２００１年の同時多発テロの

際に厳しく出入りが制限され、基地ゲート前

から交通渋滞が数日続いたことを、何が起き

たのかと不安に感じたことを思い出しまし

た。

アメリカ国務省の報告書によると、世界

じゅうのテロ事件は、イラク戦争を開始した

２００３年には年間２０８件でした。最近で

は、年間１万４,３３８件と急増していま

す。

イラクでは、戦争によって６０万人とも１

００万人とも言われる犠牲者と５００万人を

超える難民が生まれ、泥沼化した戦争からの

出口が見えません。このことからも、戦争で

はテロがなくならないことを証明しているの

ではないでしょうか。

先の見えない状況から、アメリカの中でも

イラクからの撤退を唱え、それが世界じゅう

に広がる中、米軍三沢基地からのイラク派遣

に対しては、やめさせるよう申し入れする必

要があると思います。国策とはいえ、三沢市

が多くの命を奪う米軍出撃拠点になることは

絶対に避けなければなりません。

そこで、三沢市として、この問題について

どのように考えているのか、伺います。

次に、地位協定の見直しについて質問いた

します。

基地のあるまちでは、長年にわたり、これ

まで多くの米兵による事件・事故が繰り返さ

れ、三沢市でも、ことし、米兵による強制わ

いせつ事件が起きています。

また、つい先日、市内在住のある方から、

歩行中に自転車に乗っていた若い米兵による

追突事故に遭い、その対応に大変憤慨したと

いう話を伺いました。事故から１カ月近く

たっても、防衛事務所からは、公務中か公務

外かの回答もなく、保留のまま解決していま

せん。このように、米兵による交通事故も多

発しています。

なぜ事件はなくならないのでしょうか。も

ともと基地というのは、人を殺すための教育

を受けている軍人が戦争するために設置した

軍事施設以外の何物でもないからです。

そして、日本とアメリカが結ぶ地位協定

は、非常に米兵に優遇されたものとなってい

ます。公務中と言えば、１次裁判権がアメリ

カ側にあると規定されており、日本には裁判

権がありません。確かに、日本が重要な犯罪

だと認めた場合、アメリカに対して第１次裁

判権の放棄を要請できるとしていますが、日

本は一度も要請したことはありません。

公務外の事件・事故でも、アメリカ側が先

に拘束すれば、日本側が起訴するまで身柄は

アメリカ側が確保することになります。ま

た、刑務所に収容されても、一般の受刑者と

は異なり、食事メニューも優遇されていると

いうことです。綱紀粛正を要求するだけで

は、犯罪はなくなりません。

このような不公平な地位協定は見直す必要

があり、それが犯罪防止にもつながると思い

ます。三沢選出の小檜山県議会議員も、県議

会において地位協定の見直しを要請していま

す。このことも踏まえ、三沢市でも国に対し

て、地位協定の見直しを求める考えがある

か、伺います。

また、これまでの三沢市における事件・事

故の件数はどのぐらいですか。防止対策は、

具体的にどのようにされていますか。

基地問題の３点目、米軍三沢基地の資産価

値と、そこから算出される交付金が適正なの

か、お伺いします。

次に、第２の質問ですが、三沢市総合振興

計画における定住化促進について伺います。
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長年にわたり三沢市から、三沢市とおいら

せ町側の境界付近に移住される方が見受けら

れます。旧下田町ですが、長期にわたり人口

増加が継続しています。私の幼なじみや同級

生の方にも、結婚し土地が安いことなどを理

由に、旧下田町に土地を購入し家を新築して

います。もともと地元三沢市に生まれ育ち、

三沢市に居住していたにもかかわらず、生ま

れ故郷ではなく隣町に定住することは、三沢

市民として大変残念に思います。

また、それだけにとどまらず、これまで転

勤で三沢市に在住していた方々の中で、住宅

新築を機に、通勤圏内の三沢市と旧下田町側

の境界付近に定住するために転居しているこ

とは、三沢市にとって損失にもなります。

また、各自治体が人口減少に歯どめをかけ

るためさまざまな努力をする中、現在、おい

らせ町や六ヶ所村では、定住促進助成金制度

つき宅地分譲に力を入れ、定住化促進を図ろ

うと頑張っています。

そこで、伺います。ここ数年で三沢市から

おいらせ町に移住されている世帯数はどのく

らいですか。

また、現在、三沢市で進めている定住化促

進事業の一つである南ニュータウン分譲事業

の進捗状況はどのようになっていますか。

また、今後、近隣市町村からの定住促進に

も力を入れ、三沢市でも助成金制度つき分譲

等の何らかの定住化に向けての施策を考えて

いるのか、伺います。

次に、第３の質問ですが、来年４月に改定

される介護保険制度について伺います。

平成１２年度から始まった介護保険制度で

すが、３年ごとの見直しによる改悪に次ぐ改

悪で、現場では多くの問題を抱えています。

政府は、来年も社会保障費の自然増を２,２

００億円抑制する方針を打ち出しており、医

療や福祉をはじめとした必要なサービスを受

けることは、依然として厳しい状況になるこ

とは避けられません。

また、多くの事業所では、介護報酬の引き

下げや燃料高騰による影響から、厳しい経営

状況を強いられています。介護職員の低賃

金、重労働も問題となっています。

また、利用者への影響も浮き彫りとなって

います。要介護から要支援へと介護度が変更

された利用者が、今まで受けていた、もしく

は受けたいサービスが受けられなくなったと

いうケースも出ています。

また、ヘルパー利用についても、同居家族

がいたら家事援助ができなくなった、院内介

助、通院乗降介助ができなくなったなどの問

題もあるようです。

三沢市では、独自に高齢者福祉サービスと

して、さまざまな生活支援などのサービスを

実施し、できるだけ要望にこたえるべく努力

し、喜ばれていることは承知しています。

しかしながら、その中の移送サービス事業

では、リフトつき車両で送迎していますが、

その利用は、要介護度４または５と認定され

た方及び重度障害者限定で、車両は１台のみ

であり、需要を満たしているか疑問が残りま

す。

また、おいらせ町や六戸町には便利な介護

タクシーもありますが、三沢市にはなく、車

いすの方がわざわざ六戸の介護タクシーを頼

んだという話を聞いたことがあります。

また、介護のボランティア組織の活用方

法、窓口が明確でないなどさまざまな課題は

あるようです。

このように、さまざまな問題が浮き彫りに

なっている中、やはり現場の声を聞き、それ

に沿って改善・支援をしていくことが的を射

た対策であり、本当に必要とされる支援だと

思います。

そこで、これから改定される介護保険制度

と見合わせながら、三沢市として、事業所や

利用者からの切実な生の声を聞くためのアン

ケートをとり、改善点や要望を集め、よりき

め細やかな支援を提供する考えがあるか、伺

います。

次に、第４の質問ですが、少子化対策の公

的妊婦健診１４回無料化拡充について伺いま

す。
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さきの６月議会でも取り上げましたが、国

は、出産までに１４回程度健診を受けること

が望ましいとし、現在は５回相当分が地方交

付税により財源措置としてとられています。

要するに、三沢市は、現在、５回まで妊婦

健診を無料で受けられるようにしています

が、実質、市としては全く負担がない状況に

なっています。

三沢市を取り巻く近隣市町村では、東北

町、七戸町、六戸町が１４回、おいらせ町１

０回、十和田で８回無料になっており、独自

に５回以上の回数分に対しては負担をしてい

ます。

このように、全国的に独自に上乗せして、

５回以上を無料で受けられるようにしている

自治体がふえている動きもあり、また、その

要望も大きく、それを受け、舛添厚労相が妊

婦健診の公的負担を拡充し、１４回分を無料

で受けられるよう検討する考えを表明し、来

年度予算に組み入れ、できれば来年４月から

実施したいとしています。

そこで、伺います。公的妊婦健診１４回無

料化に向けて、今後、三沢市としてどのよう

に対応するのか、伺います。

次に、第５の質問ですが、原油・物価高騰

に伴う三沢市独自の支援策について伺いま

す。

農家の方々は、飼料・資材の高騰、漁業者

にとっては燃料費の高騰等で、これまでにな

い大変な事態に陥っています。

また、運送業、建設業、クリーニング業

者、公衆浴場などの中小企業の方々も、苦境

に立たされています。

原油高騰で政府が緊急対策として、セーフ

ティーネット保証の対象業種を継続指定し、

１５９から１７０業種にふやし、中小企業金

融公庫、国民生活金融公庫のセーフティー

ネット貸し付けの融資限度枠を倍増し、元本

返済据置期間を来年３月３１日まで延長する

としています。

また、自治体でも相次いで中小企業への対

策が広がっています。

そこで、三沢市も独自に対策をとる必要が

あると考えます。中小企業への三沢市独自の

支援策をどのようにするのか、伺います。

次に、昨年、国の補助を受け、灯油代助成

を行った福祉灯油ですが、三沢市は、ひとり

親世帯、３歳児未満の乳幼児を養育している

世帯の非課税世帯のみでした。他の市町村で

は、高齢者世帯、障害者世帯も当然に対象と

し、灯油代の助成を実施しました。

灯油代助成の対象世帯数は、十和田市４,

３００世帯、五所川原市５,４００世帯、黒

石市１,５００世帯、平川市２,０００世帯で

したが、三沢市はたったの６００世帯でし

た。なおかつ、灯油代助成支給率は５４.５

％ということでした。

これらのことからも、三沢市は、これまで

維持費のかかる建物や展示物や公園には、ぽ

んと気前よく予算を組みますが、職員の人件

費を削減、長寿祝い金削減、福祉灯油対象者

削減、また、公的妊婦健診無料回数にしても

５回以上の負担はしないという、生活支援に

対しては非常に冷たい姿勢ではなかったで

しょうか。

黒石市は、自治体財政健全化法の基準で破

綻一歩手前の早期健全化団体に相当するよう

な自治体ですが、それでもいち早く、本年度

も低所得者の方々を対象に灯油代を助成する

方針を固めています。

三沢市も、この異常な原油・物価高騰に苦

しむ方々に対しての支援策を早急に打ち出す

べきだと思いますが、考えを伺います。

執行部からの心ある回答を期待し、以上を

もちまして、質問を終わります。

ただいまの３番奥本○議長（馬場騎一君）

菜保巳議員の質問に対する執行部の答弁を求

めます。

市長。

ただいまの奥本議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、基地問題の米軍三沢基

地からのイラク派遣と、米兵による事件・事

故を防ぐ対策については私から、その他につ

いては関係部長等からお答えをさせますの
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で、よろしくお願いします。

まず、基地問題の第１点目、三沢米軍基地

からイラク派遣を行うことに対する三沢市の

見解についてお答えをいたします。

三沢基地所属のＦ－１６戦闘機がイラクへ

派遣されることは、新聞報道等により承知を

いたしているところであります。

三沢基地は、日本国とアメリカ合衆国との

間の相互協力及び安全保障条約に基づいて所

在しております。

このようなことから、三沢米軍基地からイ

ラクへ部隊を派遣することに関しては、一地

方自治体である三沢市として言及すべきでは

ないと考えておりますので、御理解をいただ

きたいと思います。

次に、基地問題の２点目でありますが、奥

本議員さんには、日本国とアメリカ合衆国と

の間の相互協力及び安全保障条約第６条に基

づく施設及び区域並びに日本国における合衆

国軍隊の地位に関する協定、いわゆる日米地

位協定が不平等であり、見直しを求めるべき

であるとのことでありますが、地位協定は、

日本国とアメリカ合衆国との間で締結された

国家間の条約でありまして、また、国におい

ては、これまでと同様に、その時々の問題に

ついては、運用の改善によって機敏に対応し

ていくことが合理的であると考えておりま

す。

このようなことから、当市といたしまして

は、現在のところ地位協定の見直しを求める

考えはありませんので、御理解を賜りたいと

思います。

次に、三沢警察署管内における米兵等によ

る事件についてでございますが、過去３年間

で傷害事件が１件、窃盗事件が５件、強制わ

いせつ事件が１件、器物破損事件が１件であ

ります。

また、三沢警察署管内における外国人によ

る交通事故の数は、過去３年間で物損事故が

５３４件、人身事故が９４件となっておりま

すが、全体に占める割合は、物損事故が約１

０％、人身事故が約８％となっております。

さらに、米兵による事件・事故を防ぐため

の対策についてということでありますが、市

といたしましては、あらゆる機会を通じまし

て、米兵に対する教育の徹底等を求めてお

り、米軍においても、新たに赴任された者に

対しては、地域社会との関係の重要性につい

ての教育を行い、週末の夜間には司令官みず

からの市内における巡回指導、あるいは三沢

警察署による日本の法律に関する説明会の開

催や、事件・事故が発生するたびに、その原

因究明に努めるなど、事件・事故の発生防止

に向けた取り組みを行っているところであり

ます。

私からは、以上であります。

企画財政部長。○議長（馬場騎一君）

基地問題の○企画財政部長（中村純孝君）

３点目、三沢米軍基地の資産価値に対する交

付金の適正化についてお答え申し上げます。

国有提供施設等所在市町村助成交付金、い

わゆる基地交付金は、米軍や自衛隊の施設が

市町村の区域内に広大な面積を占め、かつ、

これらの施設が所在することによって、市町

村財政に著しい影響を及ぼしていることを考

慮し、国有提供資産の価格等を基礎として、

また、施設等所在市町村調整交付金、いわゆ

る調整交付金は、米軍資産の価格等を基礎と

して、いずれも総務大臣が配分する交付金で

あります。

当市におきましては、平成１９年度に、基

地交付金が算定基礎である資産価格３,３０

３億４,９０８万１,６８８円に対して、１４

億５,５９９万５,０００円、調整交付金が５

億７,１３３万２,０００円の合わせて２０億

２,７３２万７,０００円交付されておりま

す。

御質問の三沢米軍基地の資産価値に対する

税収につきましては、固定資産税の算定に当

たって必要な課税対象である土地、建物、償

却資産の課税標準額を決定するための地価の

鑑定や建物、償却資産の調査ができないこと

から、米軍基地内の固定資産税を算出するの

は不可能な状況であります。
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また、調整交付金の算定基礎である米軍資

産の価格が公表されておりませんが、基地交

付金の対象資産に固定資産税の税率１.４を

掛ければ４６億２,４８８万７,０００円とな

り、交付額は、この４３.８％にとどまって

おり、もとより固定資産税の代替的性格を有

する交付金であることから、適正な交付額で

はないと認識しており、これまでも全国基地

協議会や渉外知事会を通じての要望や、国・

県などへの陳情等により、予算の増額等をお

願いしてきたところであります。

私からは、以上でございます。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

介護保険○健康福祉部長（米田光一郎君）

制度につきましてお答え申し上げます。

介護保険制度は、国において３年ごとに改

正されることとなっており、今年度、介護報

酬等が改正され、来年４月から施行されるこ

とになっております。

介護保険事業の運営につきましても、介護

保険法により、各自治体において３年ごとに

介護保険事業計画を策定し、運営することと

なっております。また、老人福祉法により、

高齢者保健福祉計画も同時に策定することと

なっております。

当市においても、平成２１年度から平成２

３年度までの高齢者保健福祉計画、第４期介

護保険事業計画を今年度策定することとなっ

ております。これらの計画を策定する際に

は、検討資料とするため、当市の介護保険事

業者並びに利用者等へのアンケート調査を実

施することといたしております。

また、現場での問題点でありますが、この

点につきましての共通認識、情報の共有化に

関しましては、介護保健福祉課内の地域包括

支援センターにおいて、ケアマネジャー、保

健師、看護師等が集まり、月１回開催してい

るケアマネジメント会議並びに市内４カ所の

在宅介護支援センターの関係職員等による地

域ケア会議を月２回開催し、介護保険事業の

運営における現場の問題点等を事業者と行政

が忌憚なく意見交換をし合いながら協議して

おります。

これらの結果を踏まえ、高齢者保健福祉計

画、第４期介護保険事業計画を策定する際の

検討資料とするとともに、計画策定時におい

て、当市独自の支援の必要性等についても検

討し、同計画に可能な限り反映していくこと

といたしております。

次に、少子化対策についての御質問にお答

え申し上げます。

妊婦健康診査の公費負担につきましては、

平成１９年１月に、厚生労働省通知、妊婦健

康診査の公費負担の望ましいあり方について

が示されたところでございます。

当市といたしましても、この国の支援方針

及び施策、県での支援施策、妊婦さんの人

数、産婦人科医の状況、市としての子育て支

援対策等を踏まえて、財源確保等を検討いた

しました。

この結果、三沢市駐留軍等再編対策事業基

金を設け、平成２０年度から妊婦健康診査の

公費負担回数を２回から５回に拡充いたしま

した。また、生活保護世帯及び市民税非課税

世帯に属する妊婦さんにつきましては、県か

ら３分の２の補助を受け、２回分をさらに追

加し、７回といたしたところでございます。

今回、国では、来年度から交付税措置を１

４回分に拡大させる方針で検討中である旨の

報道がなされました。

当市といたしましても、妊婦さんがより安

心して子供を産めるようにするための妊婦健

康診査はとても大切であると考えておりま

す。

しかしながら、当該事業は継続的に実施す

ることが重要であり、財源確保の見きわめが

とても大切であります。このことから、今後

の国の妊婦健康診査への補助の方法等を見き

わめて判断してまいりたいと考えておりま

す。

次に、原油・物価高騰問題のうち、灯油助

成についてお答えいたします。

御質問の灯油代の助成につきましては、平

成１９年度に、原油価格の高騰に伴い、冬期
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暖房に係る経済的な負担の軽減を図ることを

目的に実施したものであります。

対象者の範囲をどうするかについては、幅

広い選択肢がありましたが、三沢市では、子

育て支援に配慮し、３歳未満児を養育してい

る世帯、ひとり親世帯の非課税世帯に対し、

１世帯当たり１万円を、国からの財政支援を

受け実施したところでございます。

今年度の灯油代助成につきましては、社会

経済情勢及び国または県の動向を見きわめな

がら、実施するかどうかを判断したいと考え

ております。

また、実施することとなった場合の対象者

につきましては、現行制度や諸情勢を勘案し

て、再度、新たに検討することになるものと

考えております。

以上であります。

経済部長。○議長（馬場騎一君）

御質問の原油・○経済部長（桑嶋豊士君）

物価高騰に伴う支援についてのお尋ねのう

ち、三沢市独自の支援策はあるかという部分

につきまして、特に中小企業者に対する支援

に関してお答えを申し上げます。

昨今の原油・物価高騰を受けまして、国に

おいては、中小零細企業の資金繰り対策の拡

充や省エネ車両・機材の導入促進などを盛り

込んだ、安心実現のための緊急総合対策を打

ち出し、現在、施策の具体化を進めていると

ころであります。

また、県では、経営安定化サポート資金融

資について、原油価格上昇によって影響を受

ける中小企業者に対して、本年８月から１０

月までの期間限定で、融資限度額を３,００

０万円から４,０００万円に、融資期間を７

年以内から１０年以内へと融資条件の緩和を

行っているところであります。

当市におきましては、昨今の原油高騰に伴

う物価高に対処するための中小企業者向けの

対策は、現在のところ実施しておりません。

しかし、直接的な支援策ではございません

が、従来から実施している中小企業者向け支

援策として、金融機関及び信用保証協会の協

力のもとに実施している融資制度がございま

す。これは、市が資金を金融機関に預託を

し、それに金融機関が自己資金を加えまして

貸付原資を用意し、定められた融資条件の範

囲内で、金融機関及び県信用保証協会の判断

に基づきまして、中小企業者の方に融資が行

われている制度でございます。

当市では、融資目的別に５種類の制度を設

けておりまして、このうち、昨今の物価高等

により経営が困難となった中小企業者も対象

となる制度が二つございます。それは、三沢

市簡易小口資金特別保証制度と、三沢市中小

企業近代化資金特別保証制度であり、ともに

貸付利率は年３.９％以内で、保証限度額は

１,０００万円または２,０００万円。うち、

簡易小口資金特別保証制度においては、本

来、借り手が信用保証協会に支払うべき保証

料の全額を市が負担するという制度でござい

ます。この二つの制度で、昨年度は２３件の

利用がございました。

なお、融資に当たりましては、当然、金融

機関等による返済能力の審査がございますの

で、必ず貸し付けを受けられるものではない

ということを御理解いただきたいと思いま

す。

以上であります。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

三沢市総合振興○建設部長（吉田幸男君）

計画における定住化促進についての第１点

目、当市からおいらせ町に流出している世帯

数についてお答えいたします。

おいらせ町への異動状況につきましては、

世帯数の把握が困難でありますことから、人

口の転出・転入について、過去５カ年間の旧

下田町及び百石町を含めたおいらせ町として

の人数でお答え申し上げます。

平成１５年度は、転出が３５４人、転入が

１５２人、平成１６年度は、転出が２６９

人、転入が１９１人、平成１７年度は、転出

が２４９人、転入が１７８人、平成１８年度

は、転出が２５８人、転入が１５６人、平成

１９年度は、転出が２５６人、転入が１３９
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人となっております。５カ年間の総数は、転

出が１,３８６人、転入が８１６人となって

おり、転出超過分が５７０人となっておりま

す。

第２点目の助成金等の支援制度でございま

すが、おいらせ町では、パークタウン洋光台

定住促進助成金、六ヶ所村では、尾駮レイク

タウン北地区定住促進助成金という支援制度

があります。これらは、それぞれ町村から宅

地を購入してから３年から５年以内に住宅を

新築した場合には、宅地購入助成金や住宅新

築助成金として、宅地面積１平方メートル当

たり３,８００円から８,５００円の助成金を

交付するというものであります。

当市においては、現在、市で分譲販売して

いる住宅地はなく、今のところこのような支

援制度は設けておりません。

第３点目の南ニュータウンの年次計画と進

捗状況でございますが、南ニュータウンは、

五川目地区集団移転先地の北側の約７.３ヘ

クタールを宅地整備するものであり、平成１

４年度に造成設計を実施し、平成１５年に用

地取得及び開発行為の許可を受けておりま

す。

現在は、造成工事に着手しており、本年１

０月をめどに第１次造成工事を完了いたしま

して、その後、宅地整備及び分譲販売につき

ましては、これらのノウハウを持った民間事

業者の活用を含め、最適な方法により進めて

まいりたいと考えております。

第４点目の南ニュータウン以外の定住化促

進対策についてでございますが、本年３月に

策定しました三沢市総合振興計画の重点プラ

ンにおいて、居住環境の整備を掲げ、都市計

画マスタープランの改正や市営住宅建てかえ

事業など、住環境の整備を進めるとともに、

地域経済の基盤強化、多様な雇用機会の確

保、医療・福祉、学校教育の充実など、総合

的に都市としての魅力を高め、市民サービス

の充実を図ることにより定住化を図ってまい

りたいと考えております。

以上でございます。

３番。○議長（馬場騎一君）

再質問をさせてい○３番（奥本菜保巳君）

ただきます。

まず、基地問題ですが、市長の市政運営に

関する基本姿勢の中で表明されておりました

基地対策、「騒音などの問題や起きてはなら

ない事件・事故に対しては、市民の生命と財

産を守るため、国や米軍などの関係機関に対

して毅然とした態度で臨み、是は是、非は非

の態度を崩さず、市民本位の市政を貫いてま

いりたいと考えております」と市長さんは示

されておりました。大変心強いといいます

か、頼もしいというふうに思いましたが、残

念ながら、何回抗議をしても、何回綱紀粛正

を叫んでも、事故や事件はなくならないので

す。どうすればなくなると思いますか、質問

にお答えいただきたいと思います。

次に、先ほどの支援の福祉灯油のことと、

それから妊婦健診の件なのですが、これは国

や県が動かなければ、市としては動かないと

いうふうに解釈しなければならないのでしょ

うか。

これまで、胸像に１,０００万円、それか

ら大空ひろばにＦ－４戦闘機９６０万円設

置、こういうふうに予算を組まれているわけ

なのですが、やはり今、国民生活基礎調査で

も、生活が苦しい、過去最高の５７％という

数字が出ております。やはり財政が厳しい厳

しいとおっしゃっておりますが、優先順位と

いうのがあると思うのです。そういうお金が

あって、どうして、生活が大変で自殺者が出

るかもしれないような、こういう危機的状況

に全く支援できない、国や県が動かないと全

く動かないというのは、どう考えても市民は

納得できないと思うのです。それに対して、

どのようにお考えなのか、お答えいただけれ

ばと思います。

以上です。

答弁願います。○議長（馬場騎一君）

市長。

どうすれば事故が起○市長（種市一正君）

きないのかと、このことについては、明快な
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答弁はなかなか難しいと思っておりますが、

いずれにいたしましても、私ども三沢市と三

沢米軍基地との連絡協議会の中で、具体的に

いろいろなお願いといいますか、問題に対す

るさまざまなことで要望活動、さらには、厳

しい対応について申し上げているところであ

りまして、さまざま先ほど申し上げましたけ

れども、交通安全の徹底とか、あるいは路上

駐車、あるいはごみの不法投棄、その他さま

ざまな苦情があるわけでありますけれども、

そのたびに、騒音の問題も含めて、今までも

協議会の会長でもあります副市長を中心にし

ながら、あるいは私も直接出向いて、そうい

う対応をしてきたところでありますし、これ

からもそういうつもりであります。

以上であります。

健康福祉部長。○議長（馬場騎一君）

灯油代補○健康福祉部長（米田光一郎君）

助と妊婦健診のことにつきまして、国や県が

動かなければ市も動かないのかということで

ございますが、妊婦健康診査につきまして

は、財源確保の見通しということを極めて重

視しております。

現在、三沢市駐留軍等再編対策事業基金と

いう基金を設けまして、その基金で今年度か

ら運営しております。当該健診の補助につき

ましては、一度実施したら後退できないとい

う認識を持っていますので、財源確保を大変

重要視しております。

さらには、国の支援方針、県の支援、妊婦

さんの人数、それと産婦人科医の状況、市と

しての子育て支援対策の中での位置づけ等を

総合的に勘案する必要があると考えておりま

す。

灯油代補助につきましては、現時点で、け

さの９時の時点で県の職員とお話ししました

が、一切国の情報が届いていないと。それ

で、やはり国も県も動かなければ、市独自で

動けないのかということでございますが、現

時点での市の考え方といたしましては、その

動向をつかみたいと。それに対応して対応を

考えてみたいと考えております。

以上であります。

以上で、３番奥本菜○議長（馬場騎一君）

保巳議員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

８番太田博之議員の登壇を願います。

８番、市民クラブの○８番（太田博之君）

太田博之でございます。

それでは、通告に従いまして一般質問に入

ります。

はじめに、行政問題の１点目、一般会計決

算認定時期についてお伺いをいたします。

この質問は、平成１９年第１回定例会でも

取り上げた事案でございますが、行財政改革

が進む中で、決算の重要性をかんがみ、再度

見解をお伺いするものでございます。

さて、地方自治法では、会計管理者が出納

の閉鎖後３カ月以内である８月末までに決算

書、歳入歳出決算事項別明細書等を作成し、

市長に提出することになっています。

三沢市においては、その後、市長が決算書

等を監査委員の審査に付した後、監査委員の

意見をつけ、これら決算にかかわる主要な施

策の成果などを記した説明書を加え、１２月

市議会に提出をし、認定に付しております。

私は、監査事務局や会計管理者等関係部局

と十分協議をし、検討を重ねれば、９月議会

に決算審議は可能ではないかと、再度検討を

いただきたいと思うものでございます。

例年、広報みさわでは、７月号に前年度の

決算状況が掲載をされております。あくまで

見込みの数字であるようですが、この段階で

このような数字が公表できるのであれば、や

り方によっては少しでも早められるのではな

いかと思うのです。

現に、青森県１０市の中で７市が９月議会

で一般会計決算を審議しております。いわん

や、歳出削減の現状、次年度の予算審議に決

算内容を反映させるために、９月議会での審

議は、議会のチェック機関としての役割を果

たすためにも、他市に倣い早急に改善を図る

べきであります。

しかし、前回の答弁では、新年度予算に
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は、「決算の認定を待たずに、見込みで編成

できますので」御理解いただきたい。「ま

た、現状では、決算認定時期を早めることは

非常に厳しいと考えておりますが、できるだ

け早い時期に決算結果を公表できるよう、財

務会計システムを充実させてまいりたいと考

えております」のでとの答弁をいただきまし

た。

それでは、他市にはできて、当市では非常

に厳しいとは、一体他市とどのように違うの

でしょうか。

また、全国的に見ても、ほとんどの市議会

で９月に決算認定を行っている現状は、どの

ように理解したらよろしいのでしょうか。

そうした中、その後、平成１９年第２回定

例会での工藤内記議員の、当市における今後

５年間の財政状況はとの質問に対し、当市の

財政状況が現在の計画のまま進んだ場合、５

年後の平成２４年度に赤字に転落する見通し

であるとの議会答弁がありました。

行政改革の基本は、歳出の削減であること

は言うまでもありません。

そこで、あってはならないことではありま

すが、仮に万が一、不測の事態から当市の財

政が赤字に転落した場合、見込みの段階でそ

の現状が、今で言う７月に市民に公表され、

５カ月間もその実態を議会で検討や議論がで

きないことになるわけであります。私は、そ

れ自体、市民の負託を受けた議会の責任を果

たすことができないのではないか、と大きな

声で言いたいのであります。

改めて、来年度から自治体財政健全化法が

施行されることを踏まえ、決算認定を９月議

会に行うことが急務だと考えますが、当局の

今後の対応についてお伺いいたします。

次に、行政問題の２点目、防災無線におけ

るチャイムについてお伺いいたします。

現在、防災無線では、午前６時にエリーゼ

のために、正午にエーデルワイス、午後６時

に夕焼け小焼け、午後８時には家路と、定時

にそれぞれのメロディーが流れ、市民の皆様

に時間をお知らせしているところでございま

す。

さて、ことしは、三沢市制施行５０周年と

いう節目の年であります。各団体の皆様のさ

まざまなお祝いの事業やイベントが、市民の

御協力のもと進められてきております。

そうした中、三沢市議会でも、シンボル

マークの掲示、缶バッジの着用、記念講演会

の開催などを行ってまいりました。

また、第２回定例会においては、市議会で

ははじめて、議場での「三沢市民の歌」を合

唱することも行われました。馬場議長も、マ

スコミの取材に対して、感動したとのコメン

トを寄せておりましたが、私もこのとき、何

度も歌ってきたこの市民の歌が、歌う場所や

歌う思いによってこんなにも違うものかと、

改めてこの歌のすばらしさと、そのときの感

動を今また思い出しているところでございま

す。

そのときから私は、この「三沢市民の歌」

を日ごろからもっと市民の皆様に触れる機会

があればなと思うようになりました。

そこで、広報のチャイムに、この「三沢市

民の歌」を活用できないものでしょうか。す

べての時間でなくても結構でございます。あ

る程度の長さにアレンジして使えないもので

しょうか。私は、このことが実現できれば、

この歌への市民の愛着が深まり、｢三沢市民

の歌」のみならず、市民の誓いの理解が深ま

り、ひいては、市長のスローガン「みんなで

創る 国際文化都市」の活力にもつながるの

ではないかと考えます。当局の見解をお伺い

いたします。

次に、道路問題についてお伺いいたしま

す。

先月の２１日の前夜祭から始まりました三

沢まつりは、あいにくの天候にもかかわら

ず、お通り（渡御）、お還り（還御）の山車

の合同運行、中日の仮装行列、流し踊り、そ

して、みこしパレードと、多くの市民の皆様

が沿道に駆けつけ、声援を送っていました。

特に、山車の合同運行においては、５年目

を迎える自作山車のできばえのすばらしさ
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に、ねぎらいの声援と感動の拍手が沿道の各

所から寄せられておりました。そのような

中、沿道の市民の方々より、山車をもっと展

示しているときのような状態で見たいとの声

が多く聞かされました。

御承知のとおり、山車にはさまざまな仕掛

けがあり、山車によっては高さが１０メート

ルまで上がるもの、また、横幅も６メートル

程度に左右に開くなど、展示の際には、運行

している状態では想像もつかないほど大きく

なり、そのことによって山車全体のバランス

や形態が違ってきています。

正直、山車自体は、展示する状態を考えて

人形や造作物等を配置しております。よっ

て、運行の際は、安全を重視し、ほとんどの

山車が、すべての仕掛けをおさめたままでの

運行を余儀なくされているのが現状でありま

す。

昨年から、お通りは夜間運行になりまし

た。各祭礼の山車に火が入り、幻想的な山車

の運行は好評を得ていると聞いております

が、一方、夜間の運行により、道路の電線等

が見えにくく、仕掛けを使い山車を見せるこ

とが、非常に困難で危険な作業であることも

事実でございます。

私は、祭りにかかわる１人として、この５

年間、各祭礼の山車組みの皆さんが、５月の

連休後から毎晩遅くまで山車を製作している

現場を見てまいりました。中には、子供と遊

ぶ約束をした夏休みも犠牲にしながら、必死

に自分たちの祭礼の名誉や、子供たちに誇れ

る山車を引かせてあげたいとの思いで、一生

懸命頑張っています。しかし、その山車を完

全な形で運行するところがほとんどないのが

現状であります。

そこで、お伺いいたします。現在、旧アー

ケード通りのゲート前から旧苫米地商店まで

の道路が、幅員の拡幅、電線の地中化等の工

事が進められておりますが、その際に、道路

を横断する電線やケーブル等をあわせて地中

化できないものでしょうか。

同じ形態で既に完成している一番街通り

は、残念ながら道路を横断する電線やケーブ

ルが数本残ってしまいました。もし、先ほど

言いました旧アーケード通りの中央町地区か

ら大通り地区の道路において、横断する電線

が地中化することができれば、各祭礼の山車

が、短い距離ではありますが、完全な形で、

かつ安全に市民の皆様に、運行しながら御披

露することができるのであります。

また、その地区は、中心市街地のにぎわい

の中心でもあり、アメリカ広場では、ことし

はじめて祭典本部が置かれたこともあって、

大いに盛り上がりを見せたことも考え合わせ

ますと、ぜひとも実現してもらいたいと思う

のであります。

何より山車製作に汗を流した人たちの御苦

労に報いるために、そして、お祭りを楽しみ

にしています市民の皆様のためにも、すぐに

も検討に入るべきと考えますが、今後の対応

についてお伺いをいたします。

最後に、観光問題、当市の広域観光にかか

わる二次交通への今後の対応についてお伺い

をいたします。

この事案も昨年の第２回定例会に取り上げ

させていただきましたが、その後、１１月に

三沢市の観光における二次交通研究協議会が

設置され、これまで５回の会議が開催される

中、関連団体の皆様でるる議論されてきてい

ると聞いております。

当市の持つ自然環境を生かした、他の地域

にはない特色のある都市観光の推進は、当市

の重要課題であります。現状での二次交通の

整備の進捗についてお伺いをいたします。

以上で、私の一般質問を終わります。あり

がとうございました。

ただいまの８番太田○議長（馬場騎一君）

博之議員の質問に対する執行部の答弁を求め

ます。

市長。

ただいまの太田議員○市長（種市一正君）

さんの御質問のうち、行政問題の決算認定の

時期については私から、そのほかについては

副市長及び関係部長等からお答えをさせます
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ので、御了承願いたいと思います。

決算認定の時期を１２月から９月に早める

考えはないかとの質問でありますが、平成１

９年第１回定例会におきまして、議員さんか

ら同様の御質問があり、それまでの事務作業

については、日程的にも難しい旨のお答えを

いたしたところであります。

その後、同年第４回定例会の決算審査特別

委員会におきまして、財務会計システムの導

入等によりまして、決算書の作成が早くなっ

てきており、今後は、９月議会の提出に向け

鋭意検討していきたいとのお答えをいたした

ところであります。

関係部局に対しまして、決算認定時期を早

めるためにも、作成作業の前倒しをするよう

に指示を行い、検討させたところ、可能であ

るとの判断ができましたことから、平成２１

年度から実施することといたしました。

私からは、以上であります。

副市長。○議長（馬場騎一君）

御質問の行政問題○副市長（大塚和則君）

の第２点目、チャイムについてお答えをいた

します。

当市の防災行政用無線の時報は、平成９年

３月から現在のメロディーになり、１１年が

経過をしております。

チャイムの選曲につきましては、ただいま

議員さんのほうから御紹介がございましたよ

うに、６時にはエリーゼのために、１２時に

はエーデルワイスと、だれもが知っていて、

耳に優しい曲を選択しております。１８時に

は夕焼け小焼け、２０時には家路と、子供た

ちに家に帰ることを促す曲を選択しておりま

す。

これまでも市民の皆様から同様の声が、議

員さんからお話があったような同様の声がご

ざいまして、いろいろと検討を重ねてまいり

ました。市制施行５０周年を機に、｢三沢市

民の歌」を市民に知ってもらい、市民に愛着

を持っていただくという意見は、大変有意義

なものと考えております。

そのようなことから、防災行政用無線の時

報は、４回の時報のうち、１２時の時報を

「三沢市民の歌」に変更したいと考えてお

り、今進めております。

以上でございます。

経済部長。○議長（馬場騎一君）

議員さん御質問○経済部長（桑嶋豊士君）

の三沢市の観光における二次交通研究協議会

の進捗状況についてお答えをいたします。

昨年１１月に、観光資源を広域観光として

さらに活用することと、２０１０年の東北新

幹線八戸－青森間の開通を踏まえまして、三

沢市の観光における二次交通研究協議会を発

足したところでございます。

当協議会は、当市観光における二次交通の

整備について官民一体となって研究・協議を

し、地域経済の活性化を図ることを目的とし

て、交通事業関係者、宿泊事業関係者、旅行

業関係者、施設関係者等の代表１６名の方々

を委員に委嘱いたしまして、現在まで５回の

会議を開催しているところであります。

会議の経過内容につきましては、平成１９

年１１月２１日に１回目を開催し、各委員の

委嘱状交付と、方針の確認をしたところであ

ります。

２回目は、平成２０年１月３１日に開催し

まして、各委員の立場で、駅や空港から観光

施設等へのアクセスの利便性や各交通機関の

利用実態など、観光における二次交通の現状

や問題点を協議いたしました。

３回目は、３月１２日に開催しまして、各

委員の皆様方に、現在実施している二次交通

の実態等を把握していただくために、市内の

各観光施設の見学を実施したところでありま

す。

そして、４回目、５回目は、５月３０日と

７月２２日にそれぞれ開催をいたしまして、

これまでの協議内容を精査し、現状の二次交

通、特に、現在実施している三沢観光バスに

ついて、運行形態の改善や他の交通機関によ

る実施の可能性など、委員の皆様方からは積

極的な御意見をちょうだいし、当市における

二次交通の整備方策について、現在、協議を
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継続し、検討しているところでございます。

今後におきましては、より具体的な協議を

進めていくとのことであり、市といたしまし

ては、委員各位はもちろんのこと、観光関係

事業者の皆様方にもさらなる御協力を賜りな

がら、当市における二次交通の整備を推進し

てまいりたいと考えております。

以上であります。

建設部長。○議長（馬場騎一君）

議員さん御質問○建設部長（吉田幸男君）

の道路問題についてお答えいたします。

旧アーケード通りの道路につきましては、

主要地方道三沢十和田線として、県の管理と

なっておりますが、(仮称)アメリカ村整備事

業に伴いまして、事業区域内の区間において

は、両側に幅員３.５メートルの歩道を市道

として整備し、従来の道路幅員１０メートル

から１６メートルに拡幅する計画となってお

り、平成２１年度末の完成を目指し、現在、

工事を進めているところでございます。

その整備方針といたしましては、電線類の

地中化により交通環境の改善や町並み景観の

向上を図るほか、地区内の温泉排水の熱を利

用した融雪設備を設置して、冬期間における

歩行者の安全性・利便性を目指すこととして

おります。

お尋ねの道路を横断する電線類について

は、この整備方針に基づき、区域内の約４０

０メートルの区間は、すべての電線類を地中

化する計画となっておりますことから、各町

内会の皆様が製作に大変御苦労された山車の

運行に当たり、関係者の皆様の御期待に十分

こたえられるものと考えております。

なお、今後の計画でございますが、平成２

１年度中に電線類地中化を含む歩道整備工事

と、電気事業者等による電柱の引き抜きや電

線類の撤去工事を完了し、平成２２年度に、

最終工程である県発注による車道部の舗装工

事を実施する見込みとなっております。

市といたしましては、可能な限り平成２２

年度の三沢まつりに間に合いますよう、鋭意

整備を進めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

８番。○議長（馬場騎一君）

１点だけ再質問をさ○８番（太田博之君）

せていただきますけれども、まずもって、決

算認定時期が１２月議会から９月議会に早

まって審議できるということに関して、心か

らお礼を申し上げます。

まさに、健全化法にかかわる決算認定とい

うのは、やっぱり四つの指標、企業で言え

ば、決算書というのは診断書みたいなもので

す。今までは、どうしても予算が重視され

て、決算がどちらかというと軽視された部分

がありますけれども、これからは、やはり決

算の四つの指標をきちんと議論して、それが

健全化に向けての大きな一歩になると思いま

すので、そういったことにおきましても、議

会の責任が果たせるのではないかというふう

に思いますので、その点のところは心から感

謝を申し上げます。

そこで、道路問題、今まさに山車の運行が

４００メートルにわたって、２年後でありま

すけれども、山車の完全な形で、かつ安全に

運行できるということを聞いて、大変うれし

く思います。

あと２年かかるわけでございますけれど

も、今回の質問は、今、工事中の旧アーケー

ド街の話でありましたが、一般質問の中にも

触れました一番街、同じような形態で地中化

したのですけれども、若干残ってしまった

と。工事はもう既に終わっておりますので、

その残った電線云々という部分に関しては難

しいと思いますが、まだ２年間、アーケード

街の工事が完了するまで時間があるわけであ

ります。

できれば、この２年間、お金をかけずに何

とか、その残った電線もやっていただきたい

なというような気持ちが出てくるわけです。

突然こういった質問はあれですけれども、そ

ういったところを検討する気持ちがあるの

か、その辺のところをお聞かせ願いたいと思

います。

建設部長。○議長（馬場騎一君）
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再質問にお答え○建設部長（吉田幸男君）

いたします。

一番街は、既に電線類の地中化が実施済み

でございます。ですが、道路を挟みまして両

側の電柱同士を支えるための支線があること

は存じてございます。道路交通状況を調査す

るような車両感知器等もございまして、警察

の管轄でございますが、道路上に設置されて

いる状態でございます。

市としましては、今後、技術上の問題もご

ざいますが、関係機関、警察とか電力でござ

いますけれども、御相談してまいりたいと考

えております。

以上でございます。

以上で、８番太田博○議長（馬場騎一君）

之議員の質問を終わります。

─────────────────

以上で、本日の日程○議長（馬場騎一君）

は終了いたしました。

なお、明日から１８日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、１９日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。どうも

御苦労さまでした。

午前１１時３８分 散会


